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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・梅津　里奈様～本人希望にて朝・夕パンから朝のみパンへ変更となる(栄養へ連絡済み)。フローシートの記録上排便-6日目の為、田名部Ｄｒ来棟時に報告し、便秘時ＩＦオーダー追加(センナリド2T　1×便秘時)となり、5回分処方して頂いている。又、夜間の睡眠が浅く起きてしまうとの事で、本日よりフルニトラゼパム(1)1T　1×就床前へ追加となり、4日分処方して頂いている。10:30ご両親迎えにて15:30迄の外出に行かれているが、外出中本人より頭痛があり、外出先での鎮痛剤の購入について確認の連絡あり、帰院時に当院で処方して頂く事伝え、了解されている。今川Drへ上記報告し、ロキソプロフェンNa(60)1T　1×頭痛時を処方して頂いており、帰院後、内服している。
・板橋　愼悦様～点滴本日分までの処方となっている。田名部Ｄｒ来棟時報告し、同内容で1/4分まで処方して頂いている。又、酸素吸入・吸引指示も1/4まで継続の指示を頂いている。
・瀧又　富造様～入院後より夜間のせん妄 (休まれている他者の寝具を弄る等)や介入時の粗暴性目立ち、準夜帯にてスタッフ2名で介入し、個室へ誘導行っている。田名部Ｄｒ来棟時に上記状態報告し、本日夕分から、クエチアピン(50)1T　1×夕食後、ゾルピデム(5)1T　1×就床前へ追加となり、4日分処方して頂いている。
・立花　圭様～落ち着かない時ＩＦオーダーの残数が3回分の為、田名部Ｄｒ来棟時に報告し、10回分追加処方して頂いている。
・山﨑　奈津子様～先日外出より帰院された際に退院日について、1/10(木)16:00を希望されており、退院後の次回受診は野辺地より電車で通院し、あおぞらクリニックの千葉理事長に診て頂きたいとの事(受診日についてはクリニックの都合に合わせるとの事)。田名部Ｄｒ来棟時に上記について報告し、退院について許可あり。退院時処方は年明けに処方するとの事。
・佐々木　尚子様～本日9:30～1/1(火)11:00迄で外泊に行かれている。
・三浦　幹様～本日10:00～1/1(火)15:00迄で外泊に行かれている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。日課以外はほぼ臥床している。妄想発言も聞かれず、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。買い物に関しての訴えはあるが、説明にて声高さや命令口調無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時間前のドア蹴りは無く、開放後もホール内を時折奇声上げながら徘徊するのみで、多飲水行動や他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。表情の硬さはあるが、幻聴に関しての発言や不穏・興奮は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・瀧又　富造様～昨日消灯後に他者の寝具を弄る等の迷惑行為見られ、介入に対してもスタッフへの粗暴行為見られ、スタッフ2名で介入し、個室への誘導を行っている。夜間も3:00頃より覚醒し寝具弄り等見られている。日勤帯はユニット内を徘徊しているが、他室侵入や不穏・興奮は無く、落ち着いて過ごされている。
・大山　敏子様～バイタルサイン異常無し。腰痛などの疼痛持続も湿布貼付にて良くなったと話されている。
・板橋　愼悦様～酸素5L流入・点滴24時間キープ中。バイタル異常無し。酸素マスク外し頻回で、介入にも拒否・抵抗は見られている。四肢末端の冷感は持続しており、酸素飽和濃度も測定までに時間が掛かっている。
・高屋敷　良子様～酸素1L流入中。昨日から経管栄養開始となっている。トラブルは無く経過するも経管チューブの通っている咽頭部の違和感は訴えている。バイタル異常は無い。
・下村　慶子様～点滴24時間キープ中。バイタル異常無し。午前入浴はスタッフ数名で介入にて行っている。泥状便2回、帯下も緑色様のものを中等量確認している。
